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	応用
	抗原情報
	背景
	シスタチンスーパーファミリーは、複数のシスタチン様配列を含むタンパク質を包含する。メンバーの中には活性システインプロテアーゼ阻害因子を持つものもあれば、阻害活性を失っているか、あるいはそもそも阻害活性を獲得していないものもある。このスーパーファミリーには、タイプ1シスタチン（ステフィン）、タイプ2シスタチン、キニノーゲンの3つの阻害ファミリーが含まれる。タイプ2シスタチンタンパク質は、様々なヒトの体液や分泌物中に見られるシステインプロテアーゼ阻害因子の一種であり、保護機能を発揮すると考えられている。この遺伝子はタイプ2ファミリーに属するシスタチンをコードしており、転移性乳がん細胞では原発性腫瘍細胞と比較して発現が低下している。発現の消失は、原発性腫瘍が転移性表現型へと進行することと関連している可能性が高い。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：カテプシンBを中等度に阻害するが、カテプシンCに対しては活性を示さない。,PTM：トランスグルタミナーゼの基質。アシル基の受容体として作用するが、アシル基の供与体としては作用しない。,類似性：シスタチンファミリーに属する。,組織特異性：正常皮膚の顆粒層、乾癬皮膚の顆粒層／有棘層、およびエクリン汗腺の分泌コイルに限定される。鼻腔では低い発現レベルが認められる。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

